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例会発表要旨 第153回1997.9.20

日本 の ス テ ン ドグ ラ ス

鈴木佳子/京 都市立芸術大学

○ はじめに

日本のステンドグラスの始まりか ら現代ま

での様相を.1.技 術(板 ガラスの製法など)

2.ガ ラスと工具の使用方法3.ス テンド

グラスを技術およびデザインとの関連で眺め

る(ス ライ ドを用いて)。

Oス テンドグラスの伝来

日本にステンドグラスが仕上が った状態で

輸入されたのは慶応元年(1865)長 崎大浦天

主堂に,フ ランスのル ・マン市にあるカルメ

ル修道院から 「十字架のキリス ト」の像が贈

られたのが古いとされている。(そ れ以後 も

完成品 として輸入されてきた。)ス テ ンドーグ

ラスは長い歴史を通 して完成 して きた。その

技術やガラス・工具の直輸入から,現 在,世

界に注 目される技術 レベルに到達 した日本の

ステンドグラスは驚 くほどの早さで生活の中

にとけ込んでいる。それはキリス ト教会に限

らず,仏 教寺院 ・その他の宗教建築に用いら

れ,特 に日本の場合は公共建築や商業建築の

中に生 き続 けてきた。

O技 術の輸入

技術の導入は明治19年(1886)政 府による

建築技師 ・高等職工たちの ドイツ留学に始ま

る。明治に入って国家 としての形式を急速に

整備 しようとした明治政府は多数の 「お雇い

外国人」を雇い西欧化 しようとした。その中

で も,建 築 ・土木 関係 で有名 な コン ドル

(Josiah・CONDER1878年1月 来日25才 ・

鹿鳴館の建築その他)は 多数の建築の中にス

テンドグラスを入れることになる(例 ニコラ

イ堂 ・岩崎邸 ・島津邸 ・三井倶楽部 ・古川邸

など)。次いで ドイッ人エ ンデとベ ックマン
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を雇い入れ,丸 の内一帯に本格的西洋建築に

よる官庁街を建設する計画を立て(国 会議事

堂 ・司法省 ・裁判所など)臨 時建築局を組織

した(1887-1890)。 それまでのイギ リス系

西洋建築技術に対して ドイッ系の導入である

(当時はプロシャのビスマルク時代)。 この計

画のためには,ま ず,技 師 ・職工の養成が急

務 となり,建 築技師3名 と共に大工職(清 水)・

煉瓦積工 ・ペ ンキエ ・ブリキ職(山 田)・ 屋

根 ・左官 ・硝子(山 本)・ 錠前(加 世)・画工

(斉藤)を ベックマンに依頼 して,ド イッへ

派遣する。4年 間にわたる実地研修を終えて

明治23年1月 帰国,帝 国国会議事堂は何回か

の設計案の後中止されて,我 が国の技術で完

成させることになるが,エ ンデやベックマ ン

の紹介で ドイッに留学 した人々が明治の建築

の大切な部分を担うことになる。

その中の山本辰雄(後 に宇野沢 となる)は

ステンドグラスとエッチ ングの研究を課せ ら

れ,ベ ルリンのルイ ・ウェス トファル スタ

ジオで3年 間修業のあと明治22年(1889)帰

国,翌 明治23年 工房を開きステンドグラスの

仕事を始ある(宇 野沢派 一 ドイツ系)。

その弟子に木内真太郎 ・別府七郎などがい

て,そ の技を伝える。宇野沢辰雄 は間もな く

鉄工業に転職 し,養 父の宇野沢辰美が継承 し

て宇野沢組ステンドグラス工房を主宰 し,そ

の流派に東京の(株)松 本ステンドグラス製

作所の松本三郎 ・健治(父 子),大 阪では,

冷光社の木内保英(木 内真太郎の孫)が 仕事

を継承 している。

宇野沢組初期の重要な仕事は,海 軍省(明

治27年),司 法省(明 治28年),大 審判院(明



治29年),現 存するものとしては三井倶楽部,

国会議事堂。横浜開港記念館(横 浜開港50年

を記念 して建設 された公会堂 ・大正7年)で,

ステンドグラスはペル リの乗船ホーハタン号

を描いている。 このデザインは大蔵省営繕課

か ら出され,硝 子制作 ・取 り付けはすべて宇

野沢組で行われた(色 も形 もいい意味で日本

的な作品)。

もう一方の流れ(ア メリカ系)で ある,小

川三知(オ ガワサンチ)は 東京美術学校 ・日本

画科を卒業(1895),明 治33年(1900)渡 米,

シカゴ美術大学で油絵 ・陶器を学び,そ の後

ステンドグラス及 びガラスの製法の研究を積

み,明 治43年(1910)帰 国,小 川スタジオを

開設,ア メリカ風のオパールセント・グラス

使用の手法を伝える(オ パールに似た乳白色

の美 しいガラス 半透明)。 ジャン ・ラ ・

フォージやティファニーにも触れて,ア ール 。

ヌーボー風ステンドグラスの意匠と制作技術

を日本に持ち帰 った(慶 應義塾大学図書館旧

ステン ドグラスの制作 ・大正4年 原画 和田

英作 現在のものは小川スタジオの流れを

汲む大竹 ステンドグラスが修復)。

この様 にして,持 ち帰 られた技術や材料は

日本に根付き,多 方面に用いられるようになっ

た。 しかし,戦 争により材料の輸入が困難に

なり一時衰微 した。また機能主義建築の時代

になると,ス テンドグラスは余分な装飾品 と

して片隅に追い込 まれたり,ス テンドグラス

受難の日々が続いたが,高 度経済成長と共に

復活 し材料も昭和40年 代 は入手が極めて困難

であったのが,近 年は自由化によりどこから

でも輸入出来 るようになり,海 外の作家 も日

本に来て制作するなど国際的な交流が行われ

ている。

日本のステンドグラスの特徴は,宗 教建築

に中にある荘厳な発光体 としてのガラスより

も公共空間 ・商業空間の中にあって,あ る安

ら ぎ を 与 え る も の の 方 が 多 い よ う に 思 わ れ る。

個 人 住 宅 に は,昔 の 洋 風 建 築 ほ ど 入 っ て は い

な い け れ ど,少 しず っ 取 り入 れ られ て き そ う

な 気 が す る。

Oそ の 他 ガ ラ ス の 製 法 の 伝 来 と 歴 史 に つ い て

述 べ た 。

宇野沢組ステンドグラス工房(大 正初期)

山本辰雄(字 野沢辰雄)略 伝
慶応2年 生まれ。明治19年,工 業学校第一期卒業。正木校長より
推薦を受け,ペ ックマン貸費生の一人としてドイッに赴く。
ベルリンのルイ・ウェストファル工房にてステンドグラスの技術

を修め,明 治23年1月 帰朝。養子先の姓を名のり,字 野沢辰雄とな

奮瀦 鸚 嬲 難 響 鞠 議 ζ2ス製慚 を開く・

院驪 鬣 摶 講 野(明 治27年)・司法省(明治28年),燔

ぐ野治44年・45才で黻 ステンドグラス業はX,辰 美が引きつ

木内真太郎 略伝

攤1羅 嬲 霆鎌 老職屯 上司,山本鑑之齣 すすめで
ス懿 羅 騾 鷲 会縫 鱗 臨 聾

野沢臨 別眦
郎矣圭糶 誓 鎌 黷

。テ.,グ,。大黜 張所とし。大阪 末吉
橋通 り4丁 目に開業。
ベルギ ー産のガ ラス,日 独戦争(第 一次世界大戦〉 により入手困

難 となり,英,仏 よ り輸入始 まる。米国 モー リス社,ペ ー ター社。

英哭呈罐 ン欝 南縲
町鰯 ニゥ等のガラスを軌

裔霜糠 莫縦 藷 覿 躰 願寺等。。テ.,を制作。

漕 義 犠 鑛 騰 躍 手醗iこなり・琳 業を決

小川三知 略伝

覊雑1騰 谿学校卒業 、年後猷。カゴ美術覦 学.
卒離磁 鴇穉篇

炎誰 魏靆肄黔 哲響篇灘 階1作駐 。
は戦後大竹 ステ ン ドによ り復元 され た。
アメ リカ系の始ま り。模様 の入 ったオパールセン トを多用す る。
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